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活動地域のご紹介

・群馬県東南部に位置するみどり市。

・一級河川渡良瀬川右岸の大間々扇状地扇央
部の畑地帯です。

・近年、農業者の高齢化や地域の混住化が進
んだことから、農業や集落環境も大きく変化し、
農業水利施設の管理や農村環境の保全のあり
方等が問われてきている。

みどり市

地区の紹介
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大間々用水土地
改良区受益地

★受益地 (エリア）

みどり市、桐生市、伊勢崎市

★受益面積

２６７ｈａ

★組合員数

６４３名

★主要施設

頭首工 １ヶ所

調整池 １ヶ所

減圧施設 ２ヵ所

除塵施設 ２ヵ所

幹線導水路 7㎞

幹線パイプライン 19㎞

末端パイプライン 80㎞

国道５０号



１．組 織 名 鹿田山周辺広域協定

２．活動エリア 群馬県みどり市

(旧笠懸町を中心とした大間々用水土地改良区の受益地等）

３．取組面積 314.25 ha（田 70.08ha、畑 244.17ha）

４．構 成 員 ・A組織（Ｈ18～）

・B組織 （Ｈ18～)

・C組織（Ｈ27～）
農業者、自治会、学校、こども園、各種団体、土地改良区等

５．交 付 金 約19百万円

６．活動内容 農地維持支払・資源向上支払（共同活動）
資源向上支払（長寿命化）

・資源量 開水路 37.0 km

パイプライン 82.0 km

農道 162.6 km

ため池 5 ヶ所

鹿田山周辺広域協定の概要
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鹿田山周辺広域協定の概要

平成２９年度から広域化し、
活動を実施

B組織

A組織

C組織

鹿田山周辺
広域協定

組織図



各組織の広域化前状況について

◆「A組織」
小規模活動組織、地元農業者や地域住民が中心となりできた組織。
地域保全活動やひまわり祭りなどを開催。
交付金事務に関しては、実績報告書などの作成を改良区に依頼していた。

◆「B組織」
自治会、JA 、学校、こども園、福祉施設、各種団体、土地改良区等が集まり
できた組織
地域保全活動や里山周辺の遊休農地等を利用した学校と連携した農業体
験などを開催。
交付金事務に関しては、広域化前より改良区に事務委託。改良区が事務局。
◆「C組織」
地域農業者を中心とした組織。
水路の泥上げや草刈り等の農地維持活動を実施
交付金事務に関しては、広域化前より改良区に事務委託。改良区が事務局。



多面的機能支払交付金に対する土地改良区の考え

土地改良区の考え

• ２団体から事務受託を受けているが、事務受託を受けていない
団体の事務支援を行っており実質的に３組織の実績報告書を
作成しているので実績報告書を作成手間を減らしたい。

•事務受託を受けていたい団体からも事務委託費が欲しい。

•長寿命化を利用して土地改良区のパイプライン施設の補修を
行いたい。



広域化を実施するにあたっての問題点

1広域化するに当たって交付金の配分はどうするのか？

2事務委託費をどういう割合で支出するのか？

3広域化することで他組織の活動に参加しなければいけないのか？

4日当の金額の差や役員報酬支払の有無など組織ごとに違っている
が、統一しなければならないのか？



広域活動組織の予算配分方針

交付金額を上限に組織の
実情に応じて予算配分

交付金額から申請額を引いた残額や持越
金を広域組織で活動資金予備費とする。

会議費や事務委託費の確保
※交付額に応じて各組織が負担するが活
動資金予備費がある場合予備費から支出

各組織の活動費が足りなく
なった場合活動資金予備費
より予算流用を行う。



広域活動組織で単価統一をしない

作業日当

機械リース料

役員報酬

組織ごとに日当等の考え方や予
算も違うためあえて各種単価を統
一せずに各組織の総会で各種単
価を決定。

広 域 化

※もともと役員報酬を支払っていなかった組織やボランティア作業がメインの組織もあり
各組織の実情に合わせて統一しなかった。



改良区を主体とした活動への取り組み①
遊休農地の解消・利活用

改良区職員による綿花畑マルチ準備

特別支援学校生徒と改良区職員の共同綿花播種

特別支援学校生徒と改良区職員の
共同サツマイモ畑マルチ準備

特別支援学校・こども園などによるサツマイモ植え



改良区を主体とした活動への取り組み②

幼稚園児等による菜たね播き

地元農業者による耕耘作業

改良区職員による化成肥料等散布

改良区職員による作業説明

遊休農地の解消・利活用



改良区を主体とした活動への取り組み③
里山保全活動（フットパス整備、クリーン大作戦

フットパス整備作業

クリーン大作戦

クリーン大作戦

フットパス整備作業準備



組織活動への改良区職員による支援
ひまわり花畑まつり

・地区内の遊休農地解消箇所にひまわりを２ha植栽し、ひまわ
り祭りを開催している。
このひまわりは１０月頃に咲く種類で、約１２万本が咲き誇る。
このイベントは、地域と市が連携して開催しており、みどり市の
観光に一役かっている。

祭のイベント「笠懸の武技」

ひまわり畑

ひまわり祭り状況



改良区主体で広域化するメリット

①地元から施設の補修等の要望があった際に市役所と現地で立会いを行い
広域組織で補修するか市役所で補修するかを調整できる。

②複数作成していた実績報告書を1つにすることができるため事務が簡素化
できる。

③交付金活動を行うことで、農業者と直接やりとりができ改良区事業に協力
を得やすくなる。

④イベント等の開催を改良区職員が行うことで、改良区の認知度が向上する 。

⑤長寿命化を利用して共同管理できる土地改良区施設を補修できる。



ご清聴ありがとうございました。


